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出典：IRDBコンテンツ分析システム(hTp://irdb.nii.ac.jp/)
7
北海道大学HUSCAPの例(hTp://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/es3)
8
北海道大学HUSCAPの例(hTp://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/es3)
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「2004年度グラフ理論講義ノート」
の利用推移
・試験期に利用増 
・他大学からの利用
・恒常的に利用有 
・サーチエンジンで発見 
11
• 雑誌掲載論文 
• 学位論文 
• 紀要論文 
• 図書 
• データ、ソフトウェア・・・ 
12
hTp://daisy.phys.s.u‐tokyo.ac.jp/yoshinaga/lecture.html
hTp://repository.kulib.kyoto‐u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/58802/1/1522‐13.pdf
hTp://repository.kulib.kyoto‐u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/58802/1/1522‐13.pdf
・自宅からでも利用可 
・出張講義等での活用 
　（この例では非常勤先）
16
17
CiNii arOclesから探せる
hTp://ci.nii.ac.jp/
hTp://ci.nii.ac.jp/
hTp://ci.nii.ac.jp/
・機関リポジトリに
自動でリンク 
21
JAIROのような統合検索から探せる
hTp://jairo.nii.ac.jp/
hTp://jairo.nii.ac.jp/
・教材限定の 
　検索も可能 
24
九州大学研究者情報データベース 
機関リポジトリと連携
hTp://hyoka.ofc.kyushu‐u.ac.jp/
hTp://hyoka.ofc.kyushu‐u.ac.jp/
・クリックすると機関 
　リポジトリを検索 
hTp://hyoka.ofc.kyushu‐u.ac.jp/
・クリックすると機関 
　リポジトリを検索 
・機関リポジトリに 
　リンク 
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シラバス等からも同様の試みができれば？ 
　　⇒対象を個々のリポジトリだけではなく 
　　　　日本全体に広げられれば？
29
機関リポジトリの趣旨はオープンアクセス 
利用実態は学術情報流通の拡大を 
明らかにしている 
教員、職員、図書館員、経営者、学生、 
それぞれの理解が必要 
大学活動の可視化→評価＆説明責任 
世界と手を携えた連携 
THANKS! 
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